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(57)【要約】
【課題】通気性がよく、耐久性があり丈夫なスポーツバ
ッグであって、バッグの内部と外部間の２方向の通気を
提供するスポーツバッグを提供する。
【解決手段】内部空間と、外装と、柔軟性のあるシート
材料からなる底部と、該底部と同様の柔軟性のあるシー
ト材料からなるリアウォール、フロントウォールおよび
２枚のサイドウォールを具える中間部分であって、該中
間部分の生地材料の少なくとも一部のセグメント全体に
わたって複数の穿孔が設けられた中間部分と、該スポー
ツバッグの内部空間へのアクセスを可能にする閉口可能
な開口部を具える頂部と、を具え、該頂部上に少なくと
も２つのキャリーハンドルが延在している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物品を運ぶための、通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、
　該スポーツバッグは、
　・撥水コーティングされた材料からなる底部と、
　・該底部と同様に撥水コーティングされた材料からなり、リアウォール、フロントウォ
ールおよび２枚のサイドウォールを具える中間部分と、
　・前記中間部分の生地材料の少なくとも１つのセグメント全体にわたって設けられた複
数の穿孔であって、該穿孔を有する生地材料の構造的一体性を維持しつつも、前記スポー
ツバッグの内部および外部間の２方向の通気を可能にする穿孔と、
　・前記底部と同様の材料からなる頂部であって、前記スポーツバッグの内部空間へのア
クセスを可能にする閉口可能な開口部を具える頂部と、
　・該頂部上に延在する少なくとも２つのキャリーハンドルと、を具えるスポーツバッグ
。
【請求項２】
　請求項１に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記コーティン
グされた材料がポリエステル材料を含むスポーツバッグ。
【請求項３】
　請求項２に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記ポリエステ
ル材料が６００ｄポリエステルを含むスポーツバッグ。
【請求項４】
　請求項１に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記穿孔が円形
状であるスポーツバッグ。
【請求項５】
　請求項１に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記穿孔が非円
形状であるスポーツバッグ。
【請求項６】
　請求項１に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記中間部分の
前記穿孔が設けられたセグメントに適用される補強材をさらに具えるスポーツバッグ。
【請求項７】
　請求項６に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記中間部分の
前記穿孔が設けられたセグメントに適用される前記補強材が、スクリーン印刷法で塗布さ
れるエラストマを含むスポーツバッグ。
【請求項８】
　請求項６に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記中間部分の
前記穿孔が設けられたセグメントに適用される前記補強材が、熱可塑性ポリウレタン樹脂
（ＴＰＵ）であるスポーツバッグ。
【請求項９】
　物品を運ぶための、通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、
　該スポーツバッグは、
　・補強材を含む柔軟性のあるシート材料からなる底部と、
　・柔軟性のあるシート材料からなり、リアウォール、フロントウォールおよび２枚のサ
イドウォールを具える中間部分と、
　・前記中間部分の柔軟性のあるシート材料内に、前記底部と同様の補強材をさらに含む
セグメントと、
　・前記中間部分の前記補強されたセグメント全体にわたって設けられた複数の穿孔であ
って、該穿孔を有する生地材料の構造的一体性を維持しつつも、前記スポーツバッグの内
部および外部間の２方向の通気を可能とする穿孔と、
　・前記中間部分と同様の柔軟性のあるシート材料からなる頂部であって、前記スポーツ
バッグの内部空間へのアクセスを可能にする閉口可能な開口部をさらに具える頂部と、を
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具え、前記内部空間が前記底部、前記中間部分および前記頂部により画定されるスポーツ
バッグ。
【請求項１０】
　請求項９に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記穿孔が円形
状または非円形状であり、模様を作るよう配置されているスポーツバッグ。
【請求項１１】
　請求項９に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記底部に適用
される前記補強材、および前記中間部分の補強された前記セグメントが、穿孔に先立ちス
クリーン印刷法で塗布されたエラストマを具えるスポーツバッグ。
【請求項１２】
　請求項９に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記底部に適用
される前記補強材、および前記中間部分の補強された前記セグメントが、熱可塑性ポリウ
レタン樹脂（ＴＰＵ）を具えるスポーツバッグ。
【請求項１３】
　物品を運ぶための、通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記スポーツ
バッグは、
　・柔軟性のあるシート材料からなる底部と、
　・リアウォール、フロントウォールおよび２枚のサイドウォールを具える中間部分であ
って、該中間部分の少なくとも１つのセグメント全体にわたって補強材をさらに具え、且
つ該中間部分の補強された前記セグメント全体にわたって設けられた複数の穿孔を有し、
該穿孔によって、前記穿孔を有するシート材料の構造的一体性を維持しつつも、前記スポ
ーツバッグの内部および外部間の２方向の通気を可能にする中間部分と、
　・前記ポータブルなスポーツバッグの内部空間へのアクセスを可能にする、閉口可能な
開口部を具える頂部であって、該頂部の少なくとも１つのセグメント全体にわたって設け
られた複数の穿孔をさらに具え、該複数の穿孔によって、前記穿孔を有するシート材料の
前記構造的一体性を維持しつつも、前記スポーツバッグの前記内部および前記外部間の２
方向の通気を可能にする頂部と、
　・該頂部上に延在する少なくとも１つのキャリーハンドルと、を具え、前記内部空間が
前記底部、前記中間部および前記頂部により画定されるスポーツバッグ。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記穿孔が円
形状であるスポーツバッグ。
【請求項１５】
　請求項１３に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記穿孔が非
円形状であるスポーツバッグ。
【請求項１６】
　請求項１３に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記穿孔が模
様を作るよう配置されているスポーツバッグ。
【請求項１７】
　請求項１３に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記中間部分
の、柔軟性のある前記シート材料内のセグメントに適用される前記補強材が、スクリーン
印刷法で塗布されたエラストマを具えるスポーツバッグ。
【請求項１８】
　請求項１３に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記中間部分
の柔軟性のある前記シート材料内のセグメントに適用される補強材が、熱可塑性ポリウレ
タン樹脂（ＴＰＵ）であるスポーツバッグ。
【請求項１９】
　物品を運ぶための、通通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記スポー
ツバッグは、
　・柔軟性のあるシート材料からなる底部と、
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　・当該底部の周囲に沿って縫製され、該底部に接合された本体部であって、該本体部の
セグメント全体にわたって設けられた複数の穿孔を有し、該複数の穿孔によって、該穿孔
が設けられたシート材料の構造的一体性を維持しつつも、前記スポーツバッグの内部およ
び外部間の２方向の通気を可能にする本体部と、
・該本体部の、前記底部とは反対側のエッジによって画定される閉口可能な開口部と、
・少なくとも１本の連続するストラップと、を具えるスポーツバッグ。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記本体部が
フロントウォールおよびバックウォールを具え、前記フロントウォールおよびバックウォ
ールが、該フロントウォールおよび該バックウォールの両端に位置する側部の合わせ目で
接合されたスポーツバッグ。
【請求項２１】
　請求項１９に記載の通気性のあるポータブルなスポーツバッグであって、前記本体部が
、連続的な筒状のシート材料であるスポーツバッグ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、一般に、スポーツバッグに関する。より具体的には、バッグ内を十分に通
気して悪臭の発生を防ぐ、通気性が良好なスポーツバッグに関する。
【背景技術】
【０００２】
　スポーツバッグは、道具を運ぶのに大変機能的でありかつ魅力的な外観を有するため、
種々のスポーツ選手の間で非常に人気がある。スポーツ器具やスポーツウェアは、多くの
場合、汗またはスポーツによっては泥のような他の環境要素によって汚れる。汚れた器具
を一般的な通気孔のないバッグの中に封入すると、悪臭が生じる場合がある。当該技術分
野では、バッグの様々な位置にメッシュを配置することによってバッグの内部区画におけ
る通気を可能にする、という付加的な利点を有する見た目にも魅力的なバッグを生産し、
もって通気性に優れたスポーツバッグを提供することを試みてきた。しかしながら、残念
なことに、メッシュ部分は多くの場合デリケートであり、破けてしまう傾向にある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この発明の概要は、以下の［発明を実施するための形態］にてさらに説明される概念の
選択を、簡略化した形式で説明するものである。この［発明の概要］は、クレームされる
主題の主要な特徴または本質的な特徴を特定することや、特許が請求される主題の範囲を
決定する際の補助となることを意図していない。
【０００４】
　本発明の実施例は、通気性に優れ、丈夫で耐久性のある、スポーツ器具を運ぶためのス
ポーツバッグと、かようなスポーツバッグ、ダッフルバッグ、バックパック、旅行用バッ
グおよび物品を運ぶための他のコンテナ型バッグの製造方法と、に関する。
【０００５】
　本発明のスポーツバッグは、ファブリック素材のような織物材料や、ポリエステルのよ
うな合成繊維素材、および／または、コットンのような天然素材といった織布からなるシ
ート材料から作ることができる。さらに、シート材料は、皮革素材、合成皮革素材、例え
ば、ゴム、リノリウム、プラスチックのような押出成型によるシート材料、または屈曲可
能でありかつシート状に製造可能な任意の他の材料を含むことができる。
【０００６】
　一例において、本発明のスポーツバッグは、内部と、外装と、撥水性材料を有する底部
と、該底部と同様の撥水性材料からなるリアウォール、フロントウォールおよび２枚のサ
イドウォールを具える中間部分であって、中間部分の生地材料の少なくとも１つのセグメ
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ント全体にわたって設けられた複数の穿孔を有し、該穿孔を有する生地材料の構造的一体
性を維持しつつも、スポーツバッグの内部および外部間の２方向の通気が可能である中間
部分と、底部と同様の撥水性材料からなる頂部であって、スポーツバッグの内部空間への
アクセスを可能にする閉口可能な開口部を具える頂部と、該頂部上に延在する少なくとも
２つのキャリーハンドルまたはストラップと、を具える。本発明に係るバッグの製造に用
いられる撥水性材料は、例えば、耐久性撥水（ＤＷＲ）または他の処理が施されたテキス
タイルを含むことができる。
【０００７】
　本発明の他の例では、本発明のスポーツバッグの中間部分における、穿孔を有する撥水
性コーティング材料を、穿孔を形成するに先立ち補強することができる。例えば、中間部
分は、限定されないが、シリコンベースのエラストマのようなエラストマ材料で生地をス
クリーン印刷することによって補強することができる。代替的におよび／または付加的に
、ＴＰＵ（熱可塑性ポリウレタン）のようなポリウレタンエラストマをバッグの中間部分
に適用することができる。かかる補強プロセスにより、バッグの強度および耐久性が増す
。
【０００８】
　本発明のスポーツバッグの他の例において、底部の撥水性コーティング材料は、上記の
中間部分と同様の方法で補強できる。バッグの底部の摩耗や損傷は、スポーツバッグの使
用方法、すなわち、通常、セメント床などの摩擦の高い表面上に投げられたり置かれたり
して使用される性質上避けられない。バッグの底部の補強もまた、スポーツバッグの寿命
を延長するのに有利である。
【０００９】
　さらに、本発明のスポーツバッグの他の例において、スポーツバッグの製造に用いられ
る、全体が撥水コーティングされた材料は、ポリウレタン、シリコンベースのエラストマ
、スチレン、コポリエステル、ポリアミド、ポリオレフィンブレンド、ポリオレフィン合
金等のエラストマ材料を用いて補強することができる。これらのエラストマは、スクリー
ン印刷、熱エネルギまたは超音波エネルギを使用した接着、および／または、上記材料を
織物、皮革、合成皮革等のシート材料に利用するための当技術分野で利用可能な任意の他
の方法によって適用することができる。補強に用いる材料、および／または、補強材料を
適用する方法は、本発明に係るスポーツバッグの、補強部分の形成に用いられる種々の材
料に応じて様々とすることができる。
【００１０】
　さらに他の例において、本発明のスポーツバッグは、底部と、穿孔を有する補強された
柔軟性のあるシート材料からなるリアウォール、フロントウォールおよび２枚のサイドウ
ォールからなる中間部分と、穿孔を有し柔軟性のあるシート材料からなる頂部と、によっ
て画定される内部および外装を具え、柔軟性のあるシート材料の少なくとも一部の全体に
わたって穿孔が設けられている。穿孔のサイズ、間隔および配置は、シート材料の構造的
一体性を維持しつつも、スポーツバッグの内部および外部間の２方向の通気を可能にする
よう選択することができる。
【００１１】
　スクリーン印刷によって、本発明のスポーツバッグの製造に用いるシート材料を補強す
ることができる。しかしながら、本発明に係るバッグの補強は、インクジェットプリント
のような他の種類の印刷によっても行うことができる。この場合のインクは、スチレン、
コポリエステル、ポリウレタン、ポリアミド、ポリオレフィンブレンドおよびポリオレフ
ィン系合金のようなエラストマ材料を含むことができる。柔軟性のあるシート材料は、代
替的／付加的に、該柔軟性のあるシート材料の２枚以上を、溶接、接着剤、ステッチ等に
よって貼り合わせることにより補強することができる。
【００１２】
　他の例において、本発明のスポーツバッグは、その本体構成の部分に応じて、異なるシ
ート材料を具えることができる。例えば、底部を皮革または合成皮革で作り、中間部分お
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よび頂部をポリエステルの織物材料で作り、キャリーストラップをプラスチック、皮革ま
たはリノリウム材から作ることができる。他の例において、中間部分および頂部を、綿織
物もしくはスパンデックスのようなストレッチ素材の織物、またはその両方で作ることが
できる。
【００１３】
　さらに他の例において、本発明のスポーツバッグは、補強または非補強シート材料から
なる底部と、補強または非補強シート材料からなる中間部分であって、該中間部分の全体
にわたって穿孔が設けられた中間部分と、当該中間部分と同様のまたは異なる補強もしく
は非補強シート材料からなる頂部とを有し、該頂部に、閉口可能な開口部と、該頂部上に
延在する少なくとも２つのキャリーハンドルを有する。
【００１４】
　さらに、本発明に係るスポーツバッグは、シート材料から形成された頂部を具え、該頂
部もまた全体にわたって穿孔が設けられているが、穿孔が設けられたシート材料は、エラ
ストマ層で補強されていても、されていなくてもよい。
【００１５】
　本発明に係るスポーツバッグでは、縫製、溶接および／または接着によって、またはこ
れらの手段もしくは他の手法を組み合わせることによって、異なる本体パーツを一体に構
成することができる。バッグに用いるよう選択された柔軟性のあるシート材料に応じて、
溶接、超音波溶接、または特定の種類の柔軟性のあるシート材料に利用できる他の任意の
溶接手段を利用することができる。
【００１６】
　本発明によれば、丈夫で耐久性のあるスポーツバッグであって、メッシュのような脆い
材料を用いずとも、スポーツバッグの内部および外部間の２方向の通気を可能にする、と
いう利点のあるスポーツバッグが提供される。スポーツバッグそれ自体の本体材料の一部
に複数の穿孔を設けることによって、本発明のスポーツバッグの内部および外部間の２方
向の通気が可能となる。穿孔によって良好な通気性を確保し、および／または、スポーツ
バッグの強度を実質的に低減させることなく該バッグの外観に視覚的効果を付加すること
もできる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
　本発明を、添付の図面を参照して以下に詳細に説明する。
【００１８】
【図１】バッグの中間部分に通気用の穿孔を有する、本発明に係る代表的なバッグの側面
および正面を示す図である。
【図２】バッグの穿孔部分に補強材を有する、本発明に係る代表的なバッグの側面および
正面を示す図である。
【図３】本発明のバッグの補強された底部の断面図である。
【図４】バッグの中間部分およびバッグの頂部に通気用の穿孔を有する、本発明の代表的
なバッグの側面および正面を示す図である。
【図５】本発明のバッグの、補強部分および穿孔部分の断面図である。
【図６】本発明に係る、通気孔を有するバッグパックの側面および正面図である。
【図７】本発明に係る、通気孔を有するジムサックの正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　従来の通気孔を有するスポーツバッグでは、メッシュタイプの材料を用いてそれぞれの
バッグに通気孔を設けている。残念ながら、これらのメッシュタイプの材料は脆弱で、バ
ッグを使用してすぐに損傷する傾向にあり、かかる脆弱性がバッグの寿命を短縮している
。本発明では、通気性および耐久性の双方を具えるスポーツバッグを提供する。
【００２０】
　図１を参照すると、本発明に係るスポーツバッグの一例が示されている。スポーツバッ
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グ１００は、柔軟性のあるシート材料から作ることができる。任意の柔軟性のあるシート
材料を、本発明に従って用いてよい。柔軟なシート材料は、本質的に、または当該材料を
適切に処理することによって任意に耐水性とすることができる。例えば、６００ｄポリエ
ステル材料のような撥水コーティングされた柔軟性のあるシート材料を用いることができ
、撥水剤は、一般にＤＷＲ（耐久性撥水）と呼ばれるシリコンおよび／またはアクリル撥
水剤を含んでもよい。図１の通気性のあるスポーツバッグ１００は、底部１６０、頂部１
４０および中間部分１５０によって画定された内部および外装を具える。中間部分１５０
は、フロントウォール１５２、２枚のサイドウォール１５４およびリアウォール（図示せ
ず）から構成され、サイドウォール１５４は、サイドポケットを具えていても、具えてい
なくてもよい。中間部分１５０は、該中間部分１５０のシート材料の少なくともセグメン
ト１１２、１０８および／または１０６の全体にわたって設けられた複数の穿孔１１０を
具え、穿孔が設けられたシート材料の構造的一体性を維持しつつも、スポーツバッグ１０
０の内部および外部間の２方向の通気を可能にしている。頂部１４０は、スポーツバッグ
１００の内部空間へのアクセスを可能にする、閉口可能な開口部１３０、２つのキャリー
ハンドル１１５および１１７、並びにショルダストラップ１０４をさらに具えることがで
きる。
【００２１】
　図１のスポーツバッグ１００において、複数の穿孔１１０の各穿孔は円形に示され、ス
ポーツバッグ１００のフロントウォール１５２の中心に沿って、該ウォールの上部に配置
されている。しかしながら、穿孔１１０は、図１に示される例とは異なる大きさ、配置お
よび／または構成としてもよい。
【００２２】
　他の例において、複数の穿孔１１０に含まれる穿孔は、互いに異なる形状とすること、
および／または、四角形、ハート形、星形、長方形、シェブロン形または考えられ得る他
の形状を組み合わせることができる。スポーツバッグ１００に示されるような、単一形状
の穿孔を均一に用いること、または（図示しないが）異なる形状の穿孔を同時に用いるこ
ともできる。また、複数の穿孔１１０は、種々の通気を提供するよう、および／または、
異なる視覚的効果をもたらすよう、異なるパターンに配置してもよい。
【００２３】
　さらに、各穿孔１１０のサイズ、パターンおよび間隔は、スポーツバッグ１００の構造
に用いられる柔軟性のあるシート材料の構造的一体性を維持しつつも、２方向通気の最適
水準を満たすよう選択することができる。例えば、穿孔１１０がフロントウォール１５２
やサイドウォール１５４に比し大きすぎると、シート状材料の構造的一体性が大幅に損な
われる。穿孔１１０が大きくなり過ぎる場合のサイズは、個々の穿孔の隣接具合、スポー
ツバッグ１００内に入れることが予期される物、ウォール１５２および１５４に用いられ
る材料の種類、ウォール１５２および１５４に提供される補強材等によって決まる。一方
で、穿孔１１０が小さすぎると、２方向の通気が損なわれる可能性がある。どのくらいの
通気が必要で、必要な通気を得るにはどのくらいの大きさの穿孔とすることができるのか
、ということは、バッグの使用目的および／または使用内容による。穿孔１１０が互いに
隣接しすぎる場合、織物材料またはシート材料が破けることがあり、穿孔１１０が離間し
すぎていると、最適レベルの通気を得るのに必要な穿孔１１０が足りないことがある。
【００２４】
　本発明の他の例では、スポーツバッグが穿孔を有するフロントウォール２１４およびサ
イドウォール２０８および／または２０６を具え、複数の穿孔２１０が設けられたセグメ
ント２１４に、補強層をさらに具えることができる。補強層とは、熱可塑性ポリエチレン
（ＴＰＵ）のような薄層であり、図２に示すように、穿孔を設けるに先だって設けること
ができる。図２に示すスポーツバッグ２００は、柔軟なシート材料からなる底部２６０、
中間部分２５０および頂部２４０を具える。中間部分２５０は、リアウォール（図示せず
）、フロントウォール２５２および２つのサイドウォール２５４を具えることができる。
このスポーツバッグは、サイドウォール２５４のセグメント２０８および／または２０６
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に穿孔２１０をさらに具えることができる。穿孔が設けられたセグメント２０８および／
または２０６は、穿孔が設けられ且つ補強されたセグメント２１４のように、補強層を具
えていても、具えていなくてもよい。中間部分２５０は、補強され、穿孔が設けられた、
柔軟性のあるシート材料であって、該補強有孔シート材料の少なくとも１つのセグメント
２１４全体にわたって複数の穿孔２１０を有するシート材料をさらに具える。穿孔２１０
によって、補強され、穿孔が設けられたシート材料の構造的一体性を維持しつつも、スポ
ーツバッグ２００の内部および外部間の２方向の通気が可能となる。頂部２４０を、底部
２６０と同様のシート材料から作ることもできる。頂部２４０は、スポーツバッグ２００
の内部空間へのアクセスを可能にする閉口可能な開口部２３０をさらに具える。スポーツ
バッグ２００は、少なくとも２つのハンドル２１５および２１７と、本発明のスポーツバ
ッグの頂部２４０上に延在するショルダストラップ２０４と、をさらに具えることもでき
る。
【００２５】
　図３は、スポーツバッグ２００のフロントウォール２５２の、複数の穿孔２１０が配置
されたセグメント２１４の断面を拡大して示している。シート材料３１０に、切断された
穿孔２１０を有する補強層３２０が付着している。
【００２６】
　図４は、本発明のスポーツバッグ４００のさらに他の代表例の斜視図である。図４にお
いて、本発明のスポーツバッグ４００は、柔軟なシート材料からなる底部４６０と、中間
部分４５０と、頂部４４０と、によって画定される内部空間および外装を具える。中間部
分４５０は、リアウォール（図示せず）、フロントウォール４５２および２枚のサイドウ
ォール４５４から構成される。中間部分は、補強され、穿孔が設けられた、柔軟性のある
補強有孔シート材料をさらに具え、該シート材料の少なくともセグメント４１２、４０８
および／または４０６の全体にわたって複数の穿孔が設けられている、穿孔によって、補
強され、穿孔が設けられたシート材料の構造的一体性を維持しつつも、スポーツバッグ４
００の内部および外部間の通気が可能となる。頂部４４０もまた、第２の複数の穿孔４７
０を有する柔軟なシート材料からなる。第２の複数の穿孔４７０は、柔軟なシート材料の
少なくともセグメント４７１の全体にわたって形成することができる。さらに、図４に記
載されるスポーツバッグ４００は、当該ポータブルなスポーツバッグ４００の内部空間へ
のアクセスを可能にする、閉口可能な開口部４３０を有することができる。スポーツバッ
グ４００は、本発明のスポーツバッグ４００の頂部４４０上に延在する、２本のキャリー
ハンドル４１５および４１７やショルダストラップ４０４もまた具えることができる。
【００２７】
　他の例において、図４のスポーツバッグは、補強された柔軟なシート材料からなる底部
４６０を具えることができる。底部は、前述したごとくＴＰＵの薄膜のようなエラストマ
材料を適用することによって補強可能であり、図５に示すような補強された、穿孔を有す
るシート材料となる。
【００２８】
　図５は、図４に示したスポーツバッグ４００の底部４６０の断面を示している。柔軟な
シート材料５１０は、補強層５２０によって強度を増すことができる。
当該実施例における補強されたシート材料は、バッグの底部に用いることができるが、こ
の補強された織物材料を、本発明のスポーツバッグ４００の本体部全体に用いることもで
きる。
【００２９】
　図６は、異なる種類のバッグの一例、すなわちバックパック６００であり、通気用の穿
孔が、該バックパック６００の内部および外部間に２方向の通気をもたらすよう用いられ
ている。図６に示されるバックパック６００は、底部６１０と、中間部分６２０と、閉口
可能な単一または複数の開口部６５０を有する頂部６３０と、を具えている。バックパッ
ク６００は、図示される中間部分６２０のフロントウォール６７０の、少なくともセグメ
ント６４０の全体にわたって、または中間部分６２０の背部（図示せず）もしくは中間部
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パック６００は、１本または２本のキャリーストラップ６６０を具えることができる。選
択的に、底部および穿孔が設けられたセグメントのような、高い応力のかかる領域を前述
のごとく補強することができる。
【００３０】
　図７は、本発明に係る他のスポーツバッグの追加の例である。図７に示すバッグは、フ
ロントウォール７１０と、バックウォール（図示せず）を具えるジムサック７００である
。付加的に、ジムサック７００は、補強されていてもいなくてもよい底部７３０や、該ジ
ムサック７００のメインコンパートメントにアクセスするための開口を閉じるのにも役立
つ、キャリーストラップ７２０を具えることができる。選択的に、ジムサック７００は、
ジッパー付きポケット７５０を具えて、付加的な収納を設けることもできる。本発明に係
るジムサック７００は、（図示するように）フロントウォール７１０の少なくともセグメ
ント７４０全体にわたって設けられた、複数の穿孔７４５を具えることができる。複数の
穿孔７４５は、バックウォール（図示せず）の、またはフロントウォール７１０とバック
ウォールの両方の、少なくとも１つのセグメント全体にわたって設けることもできる。前
述の例のように、穿孔が設けられたセグメント７４０および底部７３０は、さらに補強材
を含むことができる。
【００３１】
　さらに、ジムサック７００は、底部７３０と、フロントウォール７１０と、バックウォ
ールとから形成され、該フロントウォール７１０とバックウォールは、これらの両端に位
置する側部の合せ目で合わされ、底部７３０の周囲に接合されている。または代替的に、
ジムサック７００は、柔軟なシート材料を筒状にして形成することができ、底部７３０の
周囲にのみ継ぎ目を有して（すなわち、ウォール部分に継ぎ目を有しない）、柔軟なシー
ト材料の筒状のピースの下端と底部とを接合する。
【００３２】
　本発明を特定の実施例を参照しながら説明してきたが、すべての点において、本発明を
制限するというより例示することを意図している。本発明の範囲を逸脱することなく、本
発明を別の用途に用いることができる。
【００３３】
　以上より、本発明は上記目標および目的を達成するよう適合されたものであり、当該シ
ステムおよび方法に自明かつ固有である他の利点も有する。本発明の特定の特徴およびサ
ブコンビネーションが有用なものであり、他の特徴およびサブコンビネーションを参照す
ることなく採用することができることは、言うまでもない。これは特許請求の範囲の意図
するところであり、かつ技術的範囲に含まれるものである。
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